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報道発表資料 
相談解決のためのテストからNo.188 

令和6年10月30日 

独立行政法人国民生活センター 

 

 消費生活センター等の依頼に基づいて実施した商品テスト結果をご紹介します。 

 

内容器が破損した二重構造のガラス製ジョッキ 

 

１．依頼内容 

 「二重構造のガラス製ジョッキを洗っていたところ、内側が割れた。割れた原因を調べてほ

しい。」という依頼を受けました。 

 

２．調査 

当該品は、内容器と外容器からなる断熱性を高めた二重構造のガラス製ジョッキでした（図）。

外容器はジョッキの形状を保っていましたが、内容器が破損しており、その破片を取り出し、

厚さを測定したところ、最も薄肉なところは厚さが 0.2mm でした。また、他の二重構造のガラ

ス製ジョッキ及びグラス 3銘柄の厚さ（0.7～1.2㎜）と比較しても極めて薄いものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．当該品の概要（イメージ） 
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当該品の内容器の破片に残った破面形態から、破壊の進展方向を推察し、内容器を復元させ

ました（写真）。欠損により完全には復元できませんでしたが、外部から局所的に加えられた衝

撃力による破損の特徴である放射状の伝播（スタークラック）がみられたことから、破壊の発

生起点は内容器の胴部にあると考えられました。なお、起点と考えられる部分付近の破片の厚

さは 0.2mmでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真．復元した当該品 

 

以上のことから、当該品の内容器は肉厚が極めて薄く、薄肉部に洗浄時の局所的な力が加わ

ったことで破損したものと考えられました。また、破壊の起点と考えられる部分付近の厚さが

0.2mmほどで非常に薄かったことから、当該品の内容器は、洗浄等の通常の使用に対して十分な

強度を有していなかった可能性が考えられました。 

 

 

３．解決内容等 

当該品は、調査開始時点で販売が終了していましたが、依頼センターがテスト結果を販売事

業者に説明したところ、今後の商品については内容器の厚みを改善していくとの回答がありま

した。 
 
 

本件問い合わせ先 

商品テスト部：042-758-3165 

起点を中心とした放射状の伝播（スタークラック） 

破壊の起点 

起点を中心とした放射状の伝播（スタークラック） 

破壊の起点 
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